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三重県議会では、現議員任期４年間で特に注力して実施すべき取組を

示すとともに、その評価の仕組みをまとめた「三重県議会  議会活動計画」

を議員任期の最初である令和５年５月に策定し、毎年度、取組の評価を

行い、改善へとつなげています。  

令和８年度はこの計画の最終年度であり、４年間の活動を検証するた

め、県民意識調査を実施したうえで、複数の外部有識者から評価を受け、

そこで明らかになった課題等を次期改選 (令和９年５月 )以降の県議会活

動につなげるよう、提言という形で取りまとめる予定です。  

 

議会活動計画では、三重県議会基本条例に掲げる次の４つの基本方針

に沿ってこの４年間の取組を示し、評価をいただくことになっています。 

 

１  開かれた議会運営の実現  

２  住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進  

３  独自の政策提言と政策立案の強化  

４  分権時代を切り開く交流・連携の推進   

 

また、「三重県議会の基本理念と基本方向」には、五つの基本方針とし

て、上記 4 項目に加え、「事務局による議会サポート体制の充実」が挙げ

られています。  

 

つきましては、議員の皆さまに、計画の取組内容と事務局による議会

サポート体制に関するアンケートを実施させていただき、その結果につ

いては、評価の資料として有識者に送付します。  

 

お忙しいなか誠に恐れ入りますが、アンケートにご協力いただきます

よう何卒よろしくお願いいたします。  

該当する番号を選び、〇印をお付けください。  

 

  

三重県議会  議会活動計画  
議員アンケート（案）  

アンケート実施期間：令和８年９月２４日 (木 )～10 月８日 (木 ) 
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《議会活動計画の取組内容》  

１  開かれた議会運営の実現について   

Ｑ１  三重県議会は、住民にわかりやすく、参加しやすい開かれた議会

運営がなされていると思いますか。あてはまるものを１つ選んでく

ださい。  

 １．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う   

３．どちらかと言えばそう思わない  ４．全くそう思わない   

 

２  住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進について   

Ｑ２  三重県議会の行う政策決定と政策監視・評価が、住民の立場で真

摯に取り組まれていると思いますか。あてはまるものを１つ選んで

ください。  

 １．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う   

３．どちらかと言えばそう思わない  ４．全くそう思わない   

 

３  独自の政策立案と政策提言の強化について   

Ｑ３  三重県議会が知事及び執行機関から提出された議案を審議するだ

けでなく、住民本位の立場から、独自の政策提言や条例案などの政

策立案への取組を行っていると思いますか。あてはまるものを１つ

選んでください。  

 １．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う   

３．どちらかと言えばそう思わない  ４．全くそう思わない   

 

４  分権時代を切り開く交流・連携について   

Ｑ４  三重県議会が、全国の地方議会との交流・連携を深め、改革の輪

を広げていると思いますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 １．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う   

３．どちらかと言えばそう思わない  ４．全くそう思わない   
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５  県議会の活動について   

Ｑ５  三重県議会が今後どのような活動に取り組むべきだと思いますか。

あてはまるものを選んでください。（複数回答可）  

 １．開かれた議会運営の実現   

２．住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進   

３．独自の政策提言と政策立案の強化   

４．分権時代を切り開く交流・連携の推進   

 

６  その他   

Ｑ６  議会活動計画全般や議会運営等について、ご意見があれば記載し

てください。  

 

 
 

 

 
 

 

《事務局による議会サポート体制》  

１  専門的人材の育成と活用について   

Ｑ７  三重県議会事務局では、議会や議員のサポートのための専門人材

として、政策法務担当者を置き、衆議院法制局へ職員を派遣してい

ます。これらの取組についてどう思いますか。あてはまるものを１

つ選んでください。  

 １．とても満足  ２．概ね満足  ３．あまり満足していない  

 ４．全く満足していない   

 

Ｑ８  上記について、具体的なご意見があれば記載してください。    
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２  情報収集・提供について   

Ｑ９  議会事務局では、政策立案のための参考資料として他都道府県の

全国調査のとりまとめ等を提供するほか、「議会図書室」では図書の

閲覧に加え、レファレンスサービスを行っております。これらの取

組についてどう思いますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

 １．とても満足  ２．概ね満足  ３．あまり満足していない  

 ４．全く満足していない   

 

Ｑ１０  上記について、具体的なご意見があれば記載してください。    

 

 

 

 

 

 

３  デジタル技術の活用について   

Ｑ１１  議会事務局では、議会審議の充実や議員の調査活動の強化のた

め、パソコン等の会議への持ち込みを認めるほか、会議資料を閲覧

できるシステムや会議録検索システムを導入しています。これらの

取組についてどう思いますか。あてはまるものを１つ選んでくださ

い。  

 １．とても満足  ２．概ね満足  ３．あまり満足していない  

 ４．全く満足していない   

 

Ｑ1２  上記について、具体的なご意見があれば記載してください。    

 

 

 

 

 

 

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。  

回答用紙は、議会事務局  企画法務課  企画広聴班へご提出ください。  

〒 514-8570 津市広明町 13 番地  議会事務局企画法務課  村井あて  

ＦＡＸ：０５９－２２９－１９３１  ＜１０月８日（木）必着＞  


